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［目的コoxytocin （OT）に よる子宮筋収縮機序 は，　P

I−PLC活性化に伴 うphosphatidylinositol
−bisph

osphate （PIP2）の 分解がその main 　cascade である

と考え られて い る 。 以前我々 はOTに よる細胞内Ca
2＋

放出に 関しdehydroepiandrosterone　 sulfate （D

HAS），cortisol （F）は促進的に，また progesterone

（P）は抑制的に作用す るこ とを報告 した 。 今回 こ

の 要因解明の ため各種 ス テ ロ イ ドホル モ ンが，pho

sphoinositide 　 phopholipase　 C（PI−PLC）活性誘導

に及ぼす影響を検討 した 。　 ［方法］ 日本産科婦人

科学会倫理規定に従い
， 良性疾患 に て 摘出された

閉経前子宮筋を用い細胞培養した 。 confluent に

な っ た状態で 10
−7M −・10

−5M
の dehydroepiandroste

rone 　sulfate （DHAS），progesterone（P），cortisol （

F）を48時間loadingした 。　 scraper にて細胞を回

収しsonication に て破砕 した分画を酵素源 とし，

3

H−PIP22 μ Ci，　P【P2500 μ g，phosphatidylethano

lamine　150μ g を添加することに より反応を開始

し，15分間，37℃におい て生成された
3H −IPn を

定量 した。 　［成績］FIO
−6M

， 10
”5M

添加群に お ける

3H −IP 。 産生量は control の 181％， 219％に有意に

増加した 。

一
方，PlO

−7M
， 10

− 6M
添加群にお い て は

逆 に 74％，　56％に 活性の減少 を認めた 。 またDHAS添
加群で は活性の 変動を認め なか っ た 。　［結論］今

回の 検討の 結果F，P はPI−PLC活性誘導量をそれぞ

れ増加あ るい は減少させ るこ とに よ りCa2＋ を制御

して い るこ とが確認された 。

一
方，DHAS はPLC 活

性の 誘導には影響を与えず，DHASの 作用点 はOT　r

eceptor などの 別の 1eve1に対す る作用で あるも

の と考え られ，ス テ ロ イ ドで の 作用 点の 相違が示

唆された 。

【目 的 】最近 ，血管 内皮依存 性血管 弛緩因子 と し

て 酸化窒素 （NO ） が注 目され て い る ，そ こ で ，

酸化 窒素 （NO ） の 基質で あ る L 一ア ル ギニ ン を

子宮筋に 投与 す る こ とに より，子宮平滑筋で の 酸化

窒素に よ る収縮抑制系の 存在を 検討 し た ，ラ ッ ト

で は そ の 抑制 系 の 妊娠 性変化 に っ い て も検討 を加

え た ．【方法 】ヒ ト子宮筋は 患者 の 同意を得 て 妊

娠 後期 の 帝 切時 に 採 取 し た ． ラ ッ トで は 妊娠 中期

（妊 娠 16日 ）と分娩 時 （妊娠 22日 ）の 子宮 平滑筋

を用 い た ．こ れ らの 筋層か ら幅 50μ m ， 長 さ 500

μ m の 小筋 束を 作製し ， そ の 等尺 性張力を 測定 し ，

自発収縮 ， 過 剰ポタ シ ウ ム 収縮 ， カ ル バ コ
ー

ル 収

縮に 対す る L 一
アル ギニ ン の 収縮抑制作用 を 検討

し た ．【成 績 】1）妊娠後期 の ヒ ト子 宮筋の 自発収

縮は L 一
ア ル ギニ ン に て 抑制を受け た．2）ラ ッ ト

の 縦 走筋層 に お い て ，自発収縮 は 妊 娠中期 に は 不

規則 で あ っ た が ， 分娩 時に は 規則的に 惹起 され た．

3）ラ ッ トで は 妊娠 中期 と分娩 時に お い て ， L 一
ア

ル ギニ ン は 自発 収縮とカル バ コ
ー

ル 収縮 を抑制 し

た が 過 剰ポ タ シ ウ ム 収縮 に っ い て は 抑制は 観察で

き な か っ た ．4）ラ ッ トで は L 一
ア ル ギ ニ ン に よる

収縮 の 抑制 に は 妊娠 中 期 に 比 して 分娩 時 で は よ り

高濃度 の L 一
ア ル ギニ ン を 必 要と した ．

【結 論 】ヒ トおよび ラ ッ ト子宮 筋 に お い て L 一
ア ル

ギ ニ ン
・
酸化 窒素に よ る収縮抑制作用 系 が 存在 し，

ラ ッ トで は 妊娠 の 進行 に 伴 い L 一
ア ル ギ ニ ン に 対

す る 感受性が低下 し た こ と か ら ， こ の 抑制系は 妊

娠の 維持に 重要な 働 き を 有す る 事 が 示唆 さ れ た ．
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